




































































スメントに関するタスクフォース報告書 (Ta Force 
 Academic Library Outcomes Assessmen Report) Jが発表されて以降、図
シフトした。 00年には「高等教育機関における情報リ






大会(Li aryAssessment Conference) JVや英国ヨーク大
における国際評価大会 (N thumbria





































(esarch Methods and Material) J という授業を履修した 2，147名にオン
施して調査を行ったものである。回答率は少なかっ
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o 2 4 6 8 10 12 14 16 
- 修時 Jの迎切 生Tf3f.よかった
[ 時期の適切 返 ぎた
凶 和JI]た'γ{I の適切性
3 つの評{flti課題に 一対する結果をみて~，く 。まず「図
した学生が、授業の I)~容をその後の学習 ・ 研究に役立て、それが良い結果











ほとんどが rI 年」と回答しており、授業は l年次に履修するのが望ましい
と考えられる。
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